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研究成果の概要（和文）： 
本研究では「引揚げ／復員」と「残留」というテーマに焦点を当てて、それを物語や事件と
して語るテクストを（語り得なかった物語をも含めて）分析した。多く女性の書き手によっ
て語られる「引揚げの物語」と、男性が語る「復員の物語」は協力して、戦争で破壊された
家族の再建と国家国土の復興という大きな物語を生んだ。引揚げ文学において、戦争に先立
つ植民地進出と植民地からの収奪が不問に付された。引揚げと残留とがともに戦争によって
引き起された移動の結果であるとするならば、引揚げ物語と在日の物語とを、同時に、戦争
による移動の文学という表裏一体のもの、「移動の文学」の一部として読むことが必須であろ
う。 
 

研究成果の概要（英文）： 
In this joint research, we focused on the themes of repatriation and those who were “left 
behind,” and attempted to analyze texts that tell these themes as narratives or events 
(including texts which were unable to tell them). Such tales were chiefly written by 
women, and together with tales of soldiers about demobilization (fukuin), they gave birth 
to a broad ranging literature which thematized the reunion of family members together 
with the reconstruction of the nation. The literature of returnees passes over in silence 
the movement into Asia of colonial settlers in the pre-war period and the material gains 
that accrued to them there. If we consider those who were repatriated and those who were 
left behind  both  as products of the movement provoked by war,  it will be necessary 
for us to examine, side by side with tales of repatriation, the tales of Korean Japanese 
(zainichi)-- treating this all as part of one large “literature of movement” spawned by war. 
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１．研究開始当初の背景 

 グローバリゼーションの進展に伴って、

人々の移動が引き起こす政治的経済的社会

的な変動とともに、文化的な動揺や変容が

問題化されるようになった。とりわけ 20

世紀の末葉以降、｢移動｣は文学研究や批評

言説においても重要なテーマとなった。日

本文学の分野でも移動をめぐる研究は、長

きにわたる｢一国文学｣的枠組の制約による

戦時期の一時的逸脱という例外的取扱いの

傾向を打破し、全集やアンソロジーの編纂

など研究基盤の構築とともに、理論的分析

が行われるようになってきた。 

 
２．研究の目的 

 移動を共同体やエスニシティ集団の移住

など｢人口移動｣として把握する社会科学的

研究では、移動の｢主体｣は計量可能な｢マ

ス｣として対象化される。本研究は個人によ

るそれぞれの移動を一回性の出来事として

描く文学作品を中心的な対象として、｢移

動｣の個別性や細部にこだわりながらテク

ストを読み解くことによって、その意味と

文学的可能性を考察し、グローバルな文脈

の中に位置づけることを目的とする。 

 
３．研究の方法 

(1)分析対象への歴史的時間軸の挿入･･･移動

をめぐる従来の研究において分離しがちで

あった人文学研究と社会科学研究の両領域

をまたぐべく、分析方法に歴史的時間軸を

導入することによって、歴史研究における

戦前（戦中）と戦後の分断を繋ぎ、グロー

バリゼーション研究に随伴する｢現在｣とい

う時間への限定性を解消する。 

(2)分析手法へのジェンダー研究の導入･･･移

民（史）研究においては、女性の移動は家

計補助や家族呼寄せの結果として論じられ

る傾向が強かったが、文学テクストの中に

は家父長制的家族制度の抑圧や男性中心社

会からの脱出としての移動や｢自己実現｣を

求める移動が描き出されている。これら｢移

動の主体｣としての女性に留意しつつジェ

ンダー研究の視座からのテクスト分析を行

う。 

 
４．研究成果 

(1)研究代表者および研究分担者に加えて、人

文･社会科学の両領域に亘る研究者の協力

を国内外から得て、当初のもくろみであっ

た「移動」をめぐるテクストのグローバル

な文脈への位置づけ作業を行った。その結

果として、「植民・戦争・引揚げ」が重要な

テーマであることを確認し、この観点から

のテクストの分析を進展させた。 

(2)研究成果の一部を国内外のシンポジウム、

学会において発表した。具体的な成果は下

記の通りであるが、なかでも ICAS6 におい

て、本プロジェクトの共同研究者によるパ

ネルを構成することができた意義は大きく、

その発展的研究として、新たな科学研究費

補助金研究のスタートが可能になった。 
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